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人

の

使

用

に

資

源

を

• 

•
- 

- .

.

.
 

. 

. 

-
.
••
'
• 

-V

鲜
放
す

.る_瞍
と
が

&.
れ
る
で
あ
ろ

^
0
ぺ
何
れ
に
し
て'も、
す
：ベ
て
の
決
定
は.っ财
政
お

iび
豫
算
の

f
«から
で
ほ
な

-ぐて
、
社
會
的 

:重要
性

.の評
價
、
；
す
な.わち
社

篇(

經
濟
的
政
策
に
基
く
も
の;§
な
け
れ
ば

;&
ら
ぬ

-.
0

^

^.
'
'
, 

V
.
. 

•■
■

,

加
く

.の'如' <
'

'

い
從
來
：の
黎
氣
則
を
無
：視
ル
：て
3 

.を
以
て
、
；||
:#'
的

靈

耍

瓶

の

第

：
ー
.̂
お
^
'
を 

い
へ
う
彼
の
圭
贬1觀
め
て
特
微
的
で
、あ
る>し
か

1>
^& -
-

で
は

の̂
ぎ
張
：そ
れ
&體
の
拖
判
が
間
賴
で
な̂

^^^^
^

屜
炖
灰
め
ぐ
る
財
政
政
策
の
奴
卵

■ 

、
•

七

(

四

〇

三

)

.

.
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以
後
、
屈
傭
問
掘
を
め
ぐ
つ
て
、
財
政
政
^
も
以
上
の
如
く
展
開
さ
れ
、
こ
の
線
は
カ
ル
ド
ア
に
通
じ
る
こ
.と
に
ょ
.つ
て
、
具
體
的
な
蜂 

合
資
金
許
_
必
な
か
忙
也
猶
さ
：れ
る
こ
.と
に
な

た̂
0,が
ぐ
^̂

,策ど
主

雖

.̂
す
名
資
会
計
畫
办
据
案
，に
と
れ
友
結
办
つ
け
た
力
ル
に
ナ
の
問
題
に
進
ま
ね
ぱ
な
ら
な
パ
。

' :

:■

.
(
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.
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■

ン

.

.

.

 

.

. 

■

*
.
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.

■

'
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:
■
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.

-
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. 

、
i
- V. 

' 

. 

' 

■

-

ソ

- 

‘

- 

■ 

■ 

■ 

■ 

■

»

. 

.■•
'
,
.

, 

- ぐ
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- 

' 

,

.
•

.

.
カ

ル

ド

.T
の
場
合
、.問題
.の取
り
扱
い
方
は■はじ
め
か
も
施
め
て
明
寒
で.̂
る

.0すな
わ
ち
彼
は
ベ
.ダ

原
則
的
前
提
を
設.けて
い
名

0
「

そ

.の前
提
と
せ

.：ぅの
は
.，

.

.

. 

. 

• 

• 

、
 

.

.

. 

• 

• 

• 

•

る
ょ
ぅ
篇
淛
さ
れ
る
'と
い
ぅ
と
^.
で
.あ
る
？
と
.の

前

提

に

，つ

い

：て

は

、

.す

で

：に
べ
：
ヴ

ァ

リ
.ッ
：ジ
の
雇
傭
政
策
の
場
合
に
說
■い
た
。
そ
こ
，

:

で
い
ま
こ
の
，：前
提
が
承
認
さ
れ
名
と
し
て
、
公
共
團
體
の
收
人
支
出
に
ょ
：る

.完全
雇
傭
政
策
.の.內容
を
汧
究
す
：る
こ
と.が>
.
彼
の
目
的
で

. 

あ
，つ

麵

.办
>
.̂#
--
.
<
党

全

;1
1傭
問

.題の
數
量
的
側
面
の
：分
杯
に.おい
：て
：は
フ
多
か
れ
决
か
れ
た
し
が

說
や
假
定
が

.必要
で
，#今
'
.
と
のS

で

.は、

.力：ル
P

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.
 

.

.

.

.
 

\

い
て
ぐ
間
違
つ
判̂
斷
に
導

’かれ
な
い
ょ
ぅ
十
分
の
注
意
を
狒
会
て̂る
と

'
 ̂

- 

.彼
は
ま
オ
朋
政
政
策
よ̂

つ

て

.̂
全

.雇傭
を
確
保
す
与
た
め
ー
に
選
び
ぅ
る|
^法を
あ
げ
る

6
.
そ
し
て

.そ
.̂
は
ほ
ぼ
べ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ■の-

. 

線
に
沿
ぅ
た
も
.ので
あ
る

'こと
：は
、
前
.にあ
げ
た
ベ

..
ヴ

T.
 ̂

友

.の如
し
。

：

••
:

'■
'
第 4 
ト

公

債

に

ょ

.つ士
贿
ぅ
公
共
_
の
增
大

_
; ̂

.

-

.

.
:'':: フ

：\:/.,

■ '

:
.
。
第 Hh

g

銳
に

.ょ；
？

賭

：ぅ

公

共

支

出

0燴
大

.

:

: 

' 

.

.

\.第
三

一
-
-

麓

.柄
よ
.つ
て
齎
ち
さ
れ
る
私
的
消
費
：の
警
大
；斤

■
' 

. 

. : 

: 

•
一
 

.

:

^
四
-
—

—

:
の
.歸
淆
を
變
^
:
:若
|>
.べ
は
粗
稅
土
補
助
金
と
わ
翁
合
組
織
を
.つ
乂
1

こ
^

吃
^
^

.

第」

と
第U

:

■

■

は
、
：.趣
淋
賓
源
は
、
讓

に

よ

夕

て

馨

さ

.れ
、
若
ね
ベ
は
意
.統
制
下
に
お
，̂
れ
論
目
的
の
：た
め
紀
吸
收
”

..
4

、
'第
三
；と
第
迪
.の
翁
雜
巧
拟
、.
.

「

遯
体
資
源
は
：、私
人
紀
ユ
づ
；て
欢
定
あ

於

友

使

：
用

M

破

歌

さ4
名
0 

.そ

し

て

第

、
一
：
と

第

兰

办

方

法

は

、

..
'
泳
字
支
出
へ(

04
&

;§
:
5
^
'&
ぽ
^
、
^
為
わ
^
國
^
總
变
出
が
租
銳
お
よ
び
官
有
財
產
が
ら
め
^

^
隊
收
人
を
遛
過
し
，
そ
の
結
果

、

_
 

賴
'̂
::

&
公
^
書
,̂

の
^
じ
る
狀
態
を
意
味
す
：ふ
o 

.
つ
ま
り
力
ル
ド
-.
T
の
.場
合_

_
べ

ヴ
ァ
リ
.ッ
.ジ
，の
；場
合
も
伺
#
.

で
あ
る
が_

_
_

第 

第
三
の
方
法
は
ノ
：は
匕
め
か
：_

均
衡
财
^

る
總
支
抓
の
適
芷
化
を
8
.
し

す

い

：參

帑

あ

名

：。
.

：

.

'.'
卜
：
.

V

、
• 

.
: 

- ■

.

.つ
つ
い
て
以
^
の
諸
方
法
の
檢
时
に
_
む
。
與
ぇ
ら
.れ
た
税
率
め
も
ゼ
に
、
公
典
家
出
の
幅
を
增
大
す
る
.な

ら

ば

：
、
ノ
そ
の

J
5
M
は

、
.一
.
，

.

國
：の，國
內
座
產
物
通
:よ.
.び.サ
--
:,|グ
ィ
ス
べ
.や
總
支̂

は
邶
大
.す
る
0「

し
か
も
そ
の
增
加
,

は
齊
共
吏
掛
そ
'れ
自
身
の
：よ
昇
よ
り
も
遙
か
'̂

.
大

で

ぁ

：る

。

：

何

放

：な

ら

、
，
.所
得
0
增
»
お
よ
び
そ
れ
が
ひ
き
起
こ
す
坐
產
活
動
の
墙
大
迠
よ
つ
て
、
'私
的
支
出
の
增
加
；を
_
き
出
す
か
ら
.

'で
あ
.る 

o': 

.

-

へ
':'.
.

:•'
■:- 

-
■•
':
..
-
.
.
,
 

''
>
,-
' :

■

'

■

'

.
 

.
■■
' 
-

■'
.,と
.s
m
l

一
次
的
撕
の
サ
^
ズ

は

次

空

萃
^
^

ー̂
廣
お
.よ
ぴ
靈
忙
^

分
す
る
方
法
_
^

政
府
茭
出
の
增
大
お
よ
び
救
.人
(7
)
:消
費
增
大
が
產
'-
«

の
_

支
出
の
.增
加
衮
的
^

^

ニ
を
筹 

<
程
度
、
：.闫
す
べ
て
め
：種
類
：@
龙
產
物
お
よ
び
ボ
广
：ヴ
：ィ
ス
：：

(

爾

生

產

物

、
輸
入
：品
^

一
加
の
比
率 
o

:

:

$ 

:
.

(

.
;
_
.
.
^
 ̂

、

.:.

.
,-
’

 ̂

.

.
:

•

';
:

■'
■'
. 

.

•'
•.
そ
と
：：.で.若
し
麗
-:
#

の.：稅
_

免
そ
の
*

ま
.に
し〗

て
-'
:

%
い
：て
乃
公
斐
出
そ
增
大
す
岑 

':
^

け
需
要
.の
鑛
大
妨
_

乜
名
な
ら
ば「

^

生
產
物
お
よ
び
'*

丨
ギ
^
^
^
^

.>屈 
f
 め
ぐ
る
财
政 
I
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'

•

パ

ぐ

■ 

 ̂

^

广•'、*' 
<

i

i  ■ •■

I
i

丨、

|

I

I '

i



三
川
|

雜
難
'
谘
四
十
四
卷
：
狢

七

號

.

.

.

.

.

•

 

、

. 

• 

S
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0

9

く

ら

■
■ろ
•
1_
動
資
源

靜̂

藍

-
:
の

觀

 

S暴

I
增
加

'は、
ネ
ル
結
裸
とし
.
て

取

。
的

嘲

身

：ぉ

よ
■

襲

賛

Q

 
■

と
#

等

鸾

ぅ

：■

端
 

(

？

.
'

.

.

.の大
い
さ〕
は
、
文
出
.の
增
大
が
現
行
課
税
の
ま
ま
で
も
よ
り
大
な
る
收
入
を
浓
む
か
ら
、
ー
公
共
支
出
の
增
大
よ
り
も
バ
ノ
い
で
あ
ろ
ぅ
.

.

.一：
^

義

で
あ
つ
て
、
.豫
め
不
均
衡
財
f

.
想
定
し
て
い
る
。
し
か
し
完
全
厢
傭
は
、
國
家
.支
出
が
す
べ
S

税
に
よ
つ
て
船
わ
れ
S

合

で

、も

、 

公

共

支.出

の
i t

太
0

方

法

に

.
よ̂
で
1

陳
さ
\れ

る
-0

.
_そ
.の
：理

由

は

、
；
課

税

：の

梢

-̂
|
柏

':
^
;|
|
|̂
れ
^
租

.«
の

全

額/€
け

私

か

支

"
"
~
を
減
シ
ノ

"し
が
る
.
_

で

ば

故

い

言

で

ま

。
■思
ぅ
■

ベ
デ
^
^
^
^

べ
る
租
税
は
微
費
を
此
驗
的
蹇
乂
影
響
し
’

貯
蓄
入
ニ
の
#

'，
ぅ

。

そ

れ

故

、
へ

■

支

出
I

け

が

增

加

か

'

た
と
い 

る
。
そ
し
て
こ
の
純
增
分
は
、
そ
れ
を
胁
ぅ
た
め
に
微
收
さ
れ
る
超
過
課
稅
が
，ー
曆
粜
迆
的
と
な
る
.に
從
つ
て
、
そ
れ
た
け
火
と
な
る
で

V
I合よ
り
は
遙
か
に
小■.裏
ち

'
:
公

藝

Wの
：鲁

大

機

.つと
天
で

^
^

一.持
し
^

价
ら
、：

公
井
克
出
Q

a

s化
に
'よ
る̂

■

國
家
支
W

を
增
大

.

.

. 

;

.す
る
ご
と
で
は
な
く
て
、
私
人
の
支
■

增

大

：す
る
こ
：
と
：
で

含

>

参

場

合

馨

同

變

、̂

.

「

養

* 1
算
-
1.を
幕 

、
味

す

ぬ
f

がh

よ
つ
て
、
.
手
段
は
ニ
ク
に
異
る
V

i

藝
 

し
か
し
そ
れ
ぎ
け
11

傭
^ -
增
大
：す
る
だ
，ろ
ぅ
。
一
け̂

し
そ
れ
：は
政
府
の
經
常
支
出
^'
、
貯
#

の
反
歡
で
あ
.る
.借

人

支

出

に

變

ず

る

.̂
'
ら 
'で

,あ

る
,0

そ

し

て

こ

の

場

合

，
の
：
赞

算

不

.足

は
.、
.公

共

支

肩,̂
:
增

加

す

名

場

合
±'
;
^
も

、
^

'-
.
:用
さ
れ
ぅ
名
附
加
所
得
の
ー.部は
、
そ
の
受
領
者
に
ょ
つ
て
貯
蓄
さ
れ
名
.傾，问
に
あ
る
，か
ら
で
あ
る0 

:最後
に
私
的
支
出
を
增
加
せ.しめ
ー̂
止
猶
的
な
方
法
は
、
粗
税
の
；歸
着
を
變
ず
る̂.
と
に
ょ

.つ. ̂

:なわ
ち
比
著
的
爾
乏
為
人

.々

(

彼
等
は
所
得
の
：增
分
を
消
費
す
る.:
%の
-<
?
:
あ
も
わ
れ

0
^

:
■

.々に
簡
せ
ら
れ
る
租
税
を
重
く
し
フ
そ
ぅ
す
各
こ
と
尤
ょ
ク
ズ
.、
爾
得
のJ

.:定
水
藥
め
^

£
、名
總
.游

■*

を
減
■じ
る
.と
と
.で
あ
る
Q

と
の
方
.
. 

设
は
«

得
糖
.お
ょ
，ギ
.一.
定
標
.準
率
.忙
お
け
る
附
加
税
ー
の
累
進
程

-
^
^
^
 ̂

所
得
税
の
標
準
率
を
51 

:—

；け
る
セ
と
に
ょ
つ
.て
達
成
^

れ
る
:-
'
0;1
.
务
し
が
.か
名
方
法
で
爱
出
の
適
當
な
擴
大
: ^
確
.保
.す
る
た
め
に
は
、
課
觉
の
變
化
は
極
め
て
,

 

含
い
も
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の
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&

け

ホ
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：な
ら
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、
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Q
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結

果
？

^

.鹿
者

名

。
：
實
際
こ
め
方
法
噌
逾
邊̂櫥
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.を確
保
ず
る

^

必

.要品
'©
價
格
に
き
助
金
を
出
し
；て
：そ
の
慣
格
を
引
下
げ
る
と 

力)

勞
遭
者
に
：支

别
'̂
れ
る
貴

:̂
に

¥|
助
金

训̂
す
士
か
し
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殊
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減
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は
が
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。
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